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日本赤十字看護大学附属災害救護研究所 

帝 人 株 式 会 社  

 日本赤十字看護大学附属災害救護研究所（所在地：東京都渋谷区、所長：富田 博樹、

以下「災害救護研究所」）と帝人株式会社（本社：大阪市北区、社長：内川 哲茂、以下

「帝人」）は、このたび、北海道北見市にて、厳冬期の災害における避難所での使用を

想定した燃料電池発電機の有効性を確認する実証実験を国内で初めて実施しました。 

実証実験には、株式会社しかおい水素ファーム（本社：北海道河東郡鹿追町、社長：

末長 純也、以下「しかおい水素ファーム」）が家畜のふん尿由来のバイオガスから

製造した水素を使用しました。 

１．背 景 

（１）日本赤十字北海道看護大学の根本昌宏教授（同大学災害対策教育センター長）は、

厳冬期において健康な避難所生活に必要な要素として「Ｔ(トイレ)、Ｋ(キッチン)、

Ｂ(ベッド)＋Ｗ(ウォーム・暖房)」を満たすことを提言しています。これらの要素を

確保するためには、長時間の停電に備えた非常用電源の確保が重要です。特に、

厳冬期における災害時の避難所においては、低温が原因で命を落とすリスクもあり、

暖を取ることができる環境の整備が必要です。 

（２）現在、非常用電源にはさまざまな発電機が利用されていますが、ガソリン発電機

などは、使用時の騒音や臭いの問題、また、稼働中に排出される一酸化炭素による中毒

のリスクが存在しています。 

（３）これらの問題解決やリスク回避に向けて、日本赤十字看護大学の附属機関で赤十字

の災害救援技術の研究開発を行う災害救護研究所と、燃料電池発電機の社会実装を

目指す帝人は、寒冷地の避難所における燃料電池発電機の有効性を確認するため

の実証実験を、日本赤十字北海道看護大学が主催する厳冬期災害演習の中で行い

ました。本演習には自治体職員や医療関係者など約１６０名が参加しました。 

２．厳冬期災害演習における燃料電池発電機の実証実験について 

（１）災害救護研究所に所属する根本昌宏教授の監修のもと、実際の災害発生後の

避難所を模倣した環境を再現のうえ、帝人が開発した燃料電池発電機である燃料

電池ユニットと、同ユニットに水素を供給する圧力容器ユニットを使用しました。

圧力容器ユニットには、帝人エンジニアリング株式会社が展開する複合材料容器

「ウルトレッサ」を搭載しています。  

（２）実証実験を通じて、厳冬期の避難所内でも燃料電池発電機が安全・安定に稼働し、

各種電気機器への給電を継続することや、電源が必要とされる場所での燃料電池

発電機の設置や運用の作業、稼働に伴う運転音が、避難所での生活の妨げとなら

ないかどうかを検証しました。 

災害現場における水素エネルギーの普及に向けて 

厳冬期の避難所を想定した燃料電池発電機の実証実験を実施 
 



 

【実証実験の概要】 

実施時期：２０２５年１月１８日～２０２５年１月１９日 

実施場所：日本赤十字北海道看護大学（北海道北見市） 

使用環境：[体育館内の気温]１～３度 / [エントランスの気温]５～１０度 

稼働機器：[体 育 館 内 ]照明機器、防災用トイレ、暖房設備（ジェットヒーター） 

[エントランス]電気ポット、電子レンジ 

３．実証実験の結果 

（１）実証実験中、燃料電池発電機は安定して電気機器への給電を継続できました。

照明機器、防災用トイレ、ジェットヒーターの稼働テストを実施し、問題なく稼働

できることを確認しました。一部の電気ポットや電子レンジの給電にも使用し、演習

参加者が温かい食事を取ることに寄与したことから、低体温症を予防する環境の

整備にも貢献できました。また、厳しい環境での運転を通じて、発電機システムの

さらなる安全性・信頼性向上に向けた課題についても確認することができました。 

（２）燃料電池発電機の運転音は、電気ポットへの給電場所における測定値で６０

デシベルから６５デシベルでした。演習参加者からは音による不快感は少ないとの

声がありましたが、特に避難所内での就寝時など、静粛な環境が求められるシーン

では改善の必要性があることが災害救護研究所の研究員により指摘されました。 

（３）今回の実証実験を通じて、厳冬期の避難所においても、一定条件下では燃料電池

発電機が有効に活用できることを確認しました。 

 

以  上 

 

【ご参考：しかおい水素ファームについて】 

しかおい水素ファームは、国内で唯一、家畜のふん尿

を発酵させたバイオガスから水素を製造する企業です。

水素の製造工程で一緒に生み出される二酸化炭素は、

家畜のエサである牧草の光合成を通じて大気から吸収する

ため、カーボンニュートラルに寄与します。 

 

体育館でテントを張った宿泊演習の様子 

【 本件に関するお問合せ先 】 

日本赤十字看護大学附属災害救護研究所       TEL:(03)3409-0684 

帝人株式会社 コーポレートコミュニケーション部  TEL:(03)3506-4055 

エントランスで燃料電池発電機（写真左手前）

から給電した電気ポットを使用する様子 


